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寛永 14 年（1637）10 月、一発の砲声が海を越えて

 

天草・島原で起こった武装蜂起は、熊本をは ら

れ出兵人数は１２万人を越えました。肥後細川

川藩を中心に天草・島原の乱を取り扱います。

 

天草・島原の乱やキリスト教禁止政策に関わ

展示します。

      

禁

 

乱
が
多
く
の
人
々
を
結
集
し
え
た
の
は
、
領

主
松
倉
氏
の
苛
政
に
対
す
る
農
民
の
抵
抗
と
、

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

一
揆
側
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
結
集
の
論
理
を
求

め
、
幕
府
側
も
こ
の
反
乱
を
キ
リ
シ
タ
ン
一
揆

と
し
て
と
ら
え
ま
し
た
。
天
草
・
島
原
の
乱
に

お
い
て
、
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
が
重
要
な
要

素
と
な
り
、
乱
後
の
幕
府
の
政
策
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 
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キ
リ
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一
揆

 
 

原
城
は
、
島
原
半
島
南
部
（
長
崎
県
南
高
来

郡
）
に
位
置
す
る
旧
領
主
有
馬
氏
の
城
で
す
。

松
倉
氏
が
領
主
と
な
っ
た
後
は
、
廃
城
と
な
り
ま

し
た
。
天
草
と
島
原
の
一
揆
勢
は
、
寛
永
十
四

年
（
一
六
三
七
）
十
一
月
の
終
わ
り
か
ら
原
城

に
集
結
し
、
幕
府
軍
を
迎
え
撃
ち
ま
し
た
。
幕

府
は
、
板
倉
重
昌
を
上
使
と
し
て
派
遣
し
、
島

原
・
佐
賀
・
久
留
米
・
柳
川
藩
の
兵
を
以
っ
て

原
城
を
攻
め
さ
せ
ま
す
が
、
一
揆
勢
の
強
い
抵

一
揆
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わ
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幕
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軍
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迎
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撃
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し
た
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幕
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は
、
板
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を
上
使
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し
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派
遣
し
、
島
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・
佐
賀
・
久
留
米
・
柳
川
藩
の
兵
を
以
っ
て

原
城
を
攻
め
さ
せ
ま
す
が
、
一
揆
勢
の
強
い
抵

踏絵は、

すため

で、長崎

後細川藩

絵を借り

い時期か

初めは

われてい

武士を除

実施され

た。 

聖母像（親

東京国立博

国指定重要

勢
、
原
城
に
籠
城
す
る 

勢
、
原
城
に
籠
城
す
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  井楼
城際

城内

しまし

 

        竹束（たけたば）：
弾除けの役割を果

たしました。 

      

釣り井楼（つりせいろう）：

人の入った箱を帆柱に吊

るしたもので、城内に向け

て上から鉄砲が撃てるよ

うになっています。 島原木図

（永青文
                

２００２年秋季特別展覧会 

草・島原の乱 
川幕府を震撼させた１２０日 

0 月 25 日（金）⇒11 月 24 日（日） 

肥後熊本に響き渡った。これが、１２０日間に及ぶ動乱の始まりだった‥ 

じめ、近隣諸藩に衝撃を与えます。乱平定のため九州諸藩に動員がかけ

藩は、２万人余りの兵を天草・島原に派遣しました。この展覧会では、肥後細

 

る絵画、絵図、古文書、武器・武具など、重要文化財１０点を含む１１２点を
          

乱

 

天
草
・
島
原
の
乱
は
、
寛
永
十
四
年
（
一
六

三
七
）
十
月
に
起
こ
り
ま
し
た
。
乱
の
直
接
の

き
っ
か
け
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
り
締
ま
り
を

行
っ
た
島
原
藩
口
の
津
の
代
官
林
兵
左
衛
門
が

信
者
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
で
し
た
。
こ
の

事
件
を
発
端
に
、
一
揆
は
、
旧
領
主
有
馬
家
の

遺
臣
、
土
豪
、
農
民
を
糾
合
し
、
二
万
人
を
越

え
る
大
軍
と
な
り
、
領
主
松
倉
勝
家
の
居
城
島

原
城
を
攻
め
る
勢
い
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

天
草
で
も
連
動
し
て
一
揆
が
起
こ
り
ま
し
た
。

当
時
の
天
草
は
、
唐
津
藩
主
寺
沢
堅
高
の
飛
び

地
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
地
方
で
起
こ
っ

た
事
件
は
、
幕
府
を
震
撼
さ
せ
る
大
一
揆

と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
す
。 
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幕
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す
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発
生 

の
発
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開
幕
当
初
、
徳
川
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
容

認
し
て
い
ま
し
た
が
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一

二
）
禁
教
の
方
針
を
打
ち
出
す
と
、
宣
教
師
や

信
徒
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
弾
圧
を

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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加

 

抗
に
会
い
、
な
か
な
か
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま

ん
で
し
た
。 

抗
に
会
い
、
な
か
な
か
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま

ん
で
し
た
。 

真鍮踏絵 キリスト像（十字架上のキリスト） 

東京国立博物館所蔵 １７世紀 

国指定重要文化財 

キリシタンを探し出

に用いられたもの

で始まりました。肥

では、長崎から踏

受けるなどして、早

ら取り入れました。

元信者を対象に行

ましたが、後には

く全領民を対象に

るようになりまし

指のマリア） 

物館所蔵 １７世紀後期 

文化財 

せ

 

度
重
な
る
敗
戦
の
な
か
、
幕
府
は
新
た
に
上

使
と
し
て
松
平
信
綱
を
派
遣
し
、
九
州
諸
大
名

に
出
軍
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
細
川

（
肥
後
熊
本
藩
）
、
黒
田
（
筑
前
福
岡
藩
）
、
鍋

島
（
肥
前
佐
賀
藩
）
、
立
花
（
筑
後
柳
川
藩
）
、

有
馬
（
筑
後
久
留
米
藩
）
、
有
馬
（
日
向
延
岡
藩
）

の
軍
勢
が
動
員
さ
れ
る

と
と
な
り
ま
し
た
。 

せ

 

度
重
な
る
敗
戦
の
な
か
、
幕
府
は
新
た
に
上

使
と
し
て
松
平
信
綱
を
派
遣
し
、
九
州
諸
大
名

に
出
軍
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
細
川

（
肥
後
熊
本
藩
）
、
黒
田
（
筑
前
福
岡
藩
）
、
鍋

島
（
肥
前
佐
賀
藩
）
、
立
花
（
筑
後
柳
川
藩
）
、

有
馬
（
筑
後
久
留
米
藩
）
、
有
馬
（
日
向
延
岡
藩
）

の
軍
勢
が
動
員
さ
れ
る

と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ

府
軍
の
原
城
包
囲 こ

府
軍
の
原
城
包
囲 

幕

 

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
一
月
、
九
州
諸

大
名
軍
が
原
城
に
集
結
し
ま
す
。
上
使
松
平
信

綱
は
、
仕
寄
を
進
め
る
こ
と
を
第
一
と
し
、
道
、

築
山
、
井
楼
、
竹
束
の
設
営
を
行
い
、
周
到
な

攻
め
の
準
備
を
指
揮
し
ま
し
た
。 
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城

 

城

        （せいろう）：
に建てられ、

の敵を監視

た。 

   

幟馬印之図 

庫所蔵）より



                

島原城攻撃圖 
東京国立博物館所蔵 寛永 18 年（1641）カ 

   

原

 

一
ヶ
月
以
上
も
の
間
原
城
を
包
囲
し
続
け
た

幕
府
軍
は
、
寛
永
十
五
年
二
月
二
十
八
日
を
総

攻
撃
の
日
と
定
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
の
丸

方
面
を
担
当
し
た
鍋
島
軍
が
抜
け
駆
け
し
た
た

め
、
予
定
よ
り
一
日
早
い
二
十
七
日
に
戦
闘
が

始
ま
り
ま
し
た
。
城
乗
り
は
、
三
の
丸
・
二
の

丸
・
天
草
丸
の
三
方
面
に
分
け
ら
れ
、
細
川
・

立
花
軍
が
三
の
丸
、
鍋
島
軍
が
二
の
丸
、
黒
田

軍
が
天
草
丸
へ
と
乗
り
込
み
ま
し
た
。
戦
闘
は

翌
日
ま
で
続
き
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
、

落
城
し
ま
し
た
。
一
揆
勢
は
そ
の
多
く
が
命
を

失
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
原
城
跡
か
ら
は
、

在
も
な
お
多
く
の
遺
骨
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

現

 

城
総
攻
撃
（
寛
永
15
年
2
月
27
～
28
日
） 

                      

細
 

天
草
・
島
原
に
隣
接
す
る
肥
後
細
川
藩
は
、

二
万
八
千
人
余
り
を
乱
平
定
の
た
め
に
動
員
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
鍋
島
軍
に
次
ぐ
大
軍
で
あ
り
、

原
城
の
戦
い
で
は
、
中
心
的
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
二
月
二
十
七
日
の
総
攻
撃
で
は
、
三
の

丸
か
ら
城
に
乗
り
入
れ
、
本
丸
一
番
乗
り
を
果

た
し
、
天
草
四
郎
の
首
を
取
る
働
き
を
し
ま
し

た
。
八
代
か
ら
は
藩
主
忠
利
の
弟
立
允
が
出
陣

し
ま
し
た
。
ま
た
、
の
ち
に
八
代
城
主
と
な
る

井
興
長
・
寄
之
父
子
も
出
陣
し
て
い
ま
す
。 

松

 

川
家
と
天
草
・
島
原
の
乱 

             

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
禁
止 

 

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
、
幕
府
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
の
来
航
を
禁
止
し
ま
す
。
天
草
・
島
原

の
乱
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
キ
リ
ス
ト

教
を
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
幕
府
は
、
布
教
を

止
め
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
こ
の
ま
ま
日
本
に

置
い
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
の

で
し
た
。
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
＝
イ
ス
パ
ニ
ア
勢

力
は
、
東
南
ア
ジ
ア
海
域
で
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
敵

対
す
る
関
係
に
な
っ
た
日
本
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を

通
じ
て
輸
入
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
の

海
外
進
出
を
諦
め
た
の
で
し
た
。
天
草
・
島
原

の
乱
は
、
百
二
十
日
間
と
い
う
時
を
越
え
て
、

そ
の
後
の
幕
府
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
た
の

し
た
。 

            

で

 

原城跡出土品（南有馬町教育委員会所蔵） 

左：十字架 右：メダイ 

原城跡からは、当時の遺品が見つかってい

ます。メダイは、遺骨の歯の近くにあり、口に

くわえて死んでいったのではないかと考えら

れます。 

開 館 時 間 9：

休 館 日 月曜

祝日

入 館 料 一般

小中生

※（ ）

※11月

※毎週土

     ※友の会

 

       －
１０月２６日（土）「  

１１月１６日（土）「  

             

※いずれも 13:30～

有馬陣戦功の者書付 

松井文庫所蔵 寛永 15 年（1638） 

原城攻めにおける松井家臣の戦功を記したも

ので、上々、上、中の上、中と評価付けがされ

ています。 

正保４年ポルトガル船入港ニ付長崎警備圖 

長崎県立長崎図書館所蔵 大正時代模写 

正保４年（１６４７）、国交回復を求めてポルトガル船が長崎

に来航します。幕府は港を閉鎖し、ポルトガル船を追い返し

銀
札
啄
木
糸

紅
威
具
足 

射
向

永
青
文
庫
所
蔵 

江
戸
時
代
前
期 

細
川
忠
利
が
島
原
で
着
用
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

沢村大学画像 

成道寺所蔵 正保 2年（1645） 

細川家臣沢村大学の島原出陣の

姿を描いたものです。 
－利用のごあんない－ 
00～17：00（入館は16:30 まで） 

日 

の翌日（10/28、11/5、11/11、11/18） 

600（480）円、高大生400（320）円、 

200（160）円 

内は20名以上の団体料金 

3 日（文化の日）は入館無料 

曜日は市内の小中生学生無料 

会員の方は会員証でごらんいただけます。 

特別講演会－ 
    」吉村豊雄先生（熊本大学文学部教授） 

    」服部英雄先生（九州大学大学院比較 

              社会文化研究院教授） 

 博物館講義室にて 聴講無料 

ました。 


